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本資料中の説明は、あくまでも読図の一例であって、確定的な分析ではありません。実際の利活用に当たっては、 
地元の地形・地質や防災等に詳しい専門家の助言や監修を受けるようにしてください。 



 

調査成果図について 
人工地形及び自然地形分類図                                                     災害履歴図[水害]  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
                                                                                災害履歴図[地震災害 1(津波・地盤被害)] 
土地利用分類図                                 2011 年東日本大震災 

［第 1 期 1903~1905（明治 36~38)年頃］ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
土地利用分類図                                 災害履歴図[地震災害 2(施設被害)] 

［第 2 期 1969~1970（昭和 44~45)年頃］                     2011 年東日本大震災 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

本資料中の説明は、あくまでも読図の一例であって、確定的な分析ではありません。実際の利活用に当たっては、 
地元の地形・地質や防災等に詳しい専門家の助言や監修を受けるようにしてください。 

①土地状況の変遷情報 
 人工地形及び自然地形分類図 

土地状況の変遷情報のうち、地形の変遷を表した図です。本調
査成果図では、人工地形及び自然地形を重ねて「人工地形及び自
然地形分類図」にまとめて、最新の 25000 電子地形図を背景に使
用して作成しています。 

・自然地形分類図 
土地本来の自然地形である山地・丘陵地、台地、氾濫原低地、

自然堤防、旧河道、湿地、三角州・海岸低地等に分類した図です。
なお、現況の人工改変地にあっては改変前の自然地形を復元し分
類しています。 

・人工地形分類図 
人工地形分類図は、宅地造成等に伴って地形が改変されている

範囲を、最近の空中写真や地形図等を利用して抽出し、土地の改変
状況によって「人工平坦地」や「盛土地」等に分類した地図です。 

土地利用分類図 
明治期（現在から概ね 120 年前）と昭和 40 年代（同概ね 50 年前）

の、2 時期の土地利用状況を復元し、分類した図で、最新の 25000
電子地形図を背景に使用して作成しています。 

土地利用の区分は、田、沼田（明治期のみ）、畑、果樹園、樹木畑、
森林、荒地・海浜等、湿地、建物用地、交通施設用地、その他の用地、
水部（内水面）となっています。 

・土地利用分類図 
［第 1 期 1903~1905（明治 36~38)年頃］ 

1903～1905(明治 36～38)年当時の旧版地形図をもとに、土
地利用を判読して作成しています。 

②災害履歴情報 

災害履歴図 
浸水状況、地震被害等の既存資料図を基に、被害分布等の図に

とりまとめて編集し、最新の 25000 電子地形図を背景に使用して
作成しています。 

・災害履歴図［水害］ 
昭和 61(1986)年 8 月台風第 10 号 
昭和 36(1961)年 6 月梅雨前線豪雨 
昭和 57(1982)年 9 月台風第 18 号 
昭和 61(1986)年 8 月台風第 10 号 
平成 10(1998)年 8 月豪雨 
平成 11(1999)年 7 月梅雨前線豪雨 
平成 28(2016)年 8 月台風第 9 号 
令和元(2019)年 10 月台風第 19 号 
平成 17 年～令和 4 年 3 月の浸水実績箇所 

・災害履歴図[地震災害 1(津波・地盤被害)]  
2011 年東日本大震災 

平成 23(2011)年東北地方太平洋沖地震による津波、地盤の液
状化、主な土砂災害 

・土地利用分類図 
［第 2 期 1969~1970（昭和 44~45)年頃］ 

1969～1970(昭和 44～45)年当時の旧版地形図をもとに、土
地利用を判読して作成しています。 

・災害履歴図[地震災害 2(施設被害)] 
2011 年東日本大震災 

平成 23(2011)年東北地方太平洋沖地震による主な施設被害発
生個所（道路、国管理堤防、土地改良施設、農業用施設） 
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② 那珂川低地の「旧河道」「自然堤防」 
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① 丘陵地、台地上の人工平坦地 
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② 昭和 61(1986)年 8 月 台風第 10 号 
③ 令和元(2019)年 10 月 台風第 19 号 

地震災害 
● 2011 年東北地方太平洋沖地震における水戸地区 

地震災害の発生分布 

⑤水戸の今昔物語       12 ページ 
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② 今も残る水戸城の堀と土塁 
③ 復元された水戸城の建造物 

 



 

【標高区分図】 
国土地理院「基盤地図情報（数値標高モデル）5mメッシュ」より作成 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

  

那珂台地 

東茨城台地 

那珂川 
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涸沼川低地 

水戸地区は、茨城県中東部の比較的起伏が少ない地域にあたり、大半が台地の広がる地域となっていま
す。久慈川、那珂川、涸沼川沿いには幅数 100 m～数 km の低地が広がっています。支流の小河川沿いの低
地は排水不良の湿地や湖沼となっている箇所もみられます。台地の北西側には丘陵地が分布しており、台地
の東側の海岸付近には砂丘が発達しています。 

標高区分図とは標高に応じて色分けした地図です。詳細な地形の起伏がカラー表示されており、地形の
特徴を直感的に理解することができます。 

標高区分図で地形をみると、標高 30ｍ～40ｍの台地が広く分布しており、その台地を久慈川、那珂川、
涸沼川が刻むように低地帯が分布しているのがわかります。涸沼川下流の低地は特に標高が低くなってい
て標高 0ｍ以下の土地もみられます。 

 

① 水戸の地形の特色 

【自然地形分類図（成果図）より】 

久慈川 

●自然地形分類図から、水戸地区の特徴的な地形を見ることができます。 ●標高区分図から土地の傾斜の様子を見てみましょう。 

友部丘陵 

瓜連丘陵 
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❷ 那珂川低地の「旧河道」「自然堤防」 
旧河道とは過去に川が流れていたところで、周辺と比べるとやや低い土地になっています。 

現在は堤防によって河道は固定化されていますが、かつては低地内を自由に蛇行していたことがわかります。 
自然堤防は川の流れによって作られた土地で川の流路に沿って川が運んだ土砂などが積み重なって作られ

た周囲よりわずかに高い土地です。千波湖は桜川の流路が那珂川からの堆積物(自然堤防)によって閉鎖され
て形成されました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
  

【自然地形分類図（成果図）より】 

【地理院地図／年代別の写真（1961～1969）より】 

【水戸の由来となった台地地形】 

地理院地図より作成 

「水戸」という地名は、地形上の特徴に由来しています。「水戸」とは、水門（みなと）・江戸などとともに、
もともと海水や湖水の出入口につけられた名称であって、水戸台地の先端が那珂川と千波湖に挟まれてい
たところから、いつしかそのように呼ばれるようになりました。 
（「水戸百年」水戸市立図書館/デジタルアーカイブより引用） 

 

千波湖 

水戸駅 

千波湖 

那珂川からの堆積物（自然堤防） 

旧河道 

自然堤防 自然堤防 

自然堤防や旧河道等の低地内の
微地形は耕地整備や都市開発等で
多くが消失しています。 

米軍撮影空中写真や 1960 年代
の国土地理院撮影空中写真を使用
することで開発前の地形を確認す
ることができます。 

旧河道は水田として、自然堤防
は畑や集落として利用されている
ことが多くなっています。 

➊ 水戸の地名由来となった地形 

千波湖は、江戸時代初期の寛
永二年（1625）に、城下下町（し
たまち）開発のため東南部一帯
が埋め立てられたので、それ以
前の千波湖は、浜田あたりまで
ひろがる広大な湖であり、現在
の水戸第一高等学校の校庭は、
那珂川と千波湖を見おろす台
地の先端であったわけで、文字
通り「水戸」の名にふさわしい
景観を呈していました。 
（「水戸百年」水戸市立図書館/

デジタルアーカイブより引用） 

 【1/50,000 旧版地形図「水戸」明治39 年】 
「今昔マップ on the web」より作成 

水戸第一高等学校 

旧千波湖 

水戸第一高等学校 

【地理院地図／年代別の写真（1961～1969 より作成】 

3 

浜田 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

 

②人の手による土地の改変 

➊丘陵地、台地上の人工平坦地 

図上の青線は開発前に谷があった箇所です。 
上図の地域は、台地の面や斜面を削り、谷を盛土して大規模に平坦化されています。 
地震の際に盛土部分が変形し建物に被害が発生することがあり、近年では「平成７年(1995

年)兵庫県南部地震」の際の阪神地域を中心とした被害や、「平成 23 年(2011 年)東北地方太
平洋沖地震」における東日本地域の広い範囲での被害が知られています。 

 

❶ 

❷ 

【人工地形分類図（成果図）より】 

【人工地形分類図（成果図）より部分拡大】 

水戸地区は茨城県中東部に位置していて、水戸市街地が位置するほか、常磐自動車道や JR 常磐
線の沿線に位置しており、沿岸部や低地、台地での工業用地や住宅地等の開発のほか、丘陵地にお
ける農地、ゴルフ場、休養施設などの開発がみられます。 

地形の改変は宅地化等に伴う低地の面的な盛土、旧池沼の干拓、海面の埋立て、台地・砂丘地・
丘陵地等における大規模な人工平坦地などが分布しています。 

➌ 

水戸地区では昭和 30 年代以降起伏の少
ない丘陵地や台地を中心にゴルフ場や宅地
の開発が進みました。 

人工平坦地とは起伏のある土地を平坦化
するために切土・盛土造成を行った土地の
ことです。 

傾斜のある土地を削って平らにし、その
際発生した土で谷などの低い土地を盛土し
て平らにすることで広い平坦地を造成する
ことができます。 

【内閣府広報誌「ぼうさい」第 108 号より】 

●地形分類図の人工地形から、水戸地区の人工地形の広がりを見ることができます。 
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➌湖沼の干拓地 ❷盛土、埋立てによる市街地の拡大 

【1/50,000 旧版地形図「水戸」明治 39 年】 
「今昔マップ on the web」より作成 

【人工地形分類図（成果図）より部分拡大】 

【1/50,000 旧版地形図「磯浜」明治 41 年】 
「今昔マップ on the web」より作成 

 

【人工地形分類図（成果図）より部分拡大】 

水戸駅南部は千波湖の埋立て、水田
の盛土によって市街化が進んできた土
地です。 

湖沼や水田等、水部に関連する土地
を埋立て、盛土した部分は液状化現象
が起きやすい土地となっています。 

液状化現象とは地下水位の高い砂地
盤が地震の振動によって液体状になる
現象のことです。 

液状化によって比重の大きい建物等
が沈み込み、傾いたり倒壊したりしま
す。また比重の軽い下水管などの構造
物が浮き上がったりもします。 

 

旧千波湖 

旧千波湖 

水戸駅 

水戸駅 

旧涸沼 

旧涸沼 

涸沼 

涸沼の干拓は江戸時代以前
より新田開発等を目的として
行われてきました。 

干拓とは水面や湿地を堤防
などで仕切り、内側の水を抜
いて陸地にすることです。 

干拓地では水面よりも標高
が低い土地もあり、浸水被害
等を受けやすい土地となって
います。また干拓地はもとも
と湖底や海底だった場所のた
め地盤が弱く、地震による揺
れが大きくなりやすい土地で
す。 

涸沼 
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●明治期の土地利用分類図                                 ●昭和期の土地利用分類図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【土地利用分類図[第１期 1903～1905(明治 36～38)年頃］(成果図)より】                            【土地利用分類図[第 2 期 1960～1970(昭和 44～45)年頃］(成果図)より】 

 

 
 
 

 

 

 

③土地利用の移り変わり 

1903∼1905(明治 36∼38)年頃の水戸地区の建物用地は、人口約 40,000 人(表
1)を有する水戸市(A)の他に那珂川河口の那珂湊(B)やその南側の大洗(C)な
どに少し大きな市街地が見えますが、目立って大きな市街地は形成されていま
せん。 

那珂川や久慈川、涸沼川流域の低地では水田として利用され、河川沿いの微
高地では集落や畑として利用されています。また当地区北部の鹿島灘に面した
海岸部には砂丘が広がっており、森林や荒地となっています。 

久慈川右岸から那珂川をまたいで涸沼川左岸まで台地が広がっていますが、こ
の時期は森林が多く残り、森林に囲まれてモザイク状に畑が点在しています。 
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昭和期になると人口が約 15 万人に増えた水戸市の市街地の建物用地(A)は旧
市街地の範囲から北西方向に広がっています。また明治期には現在の勝田駅周
辺は森林が広がり集落も見られませんでしたが、この時期になると大規模な工
業施設や住宅団地の開発が進み、まとまった建物用地(B)が形成されています。 

河川沿いの低地では明治期と大きく変化していませんが、涸沼東北部(C)は
干拓され水田として利用されています。また台地では森林が大きく減少し、建
物用地や田、畑への転用が進んでいるのがわかります。 

明治期には荒地や森林が広がっていた砂丘では日本原子力研究所東海研究
所(D)や米軍射爆撃場(E)などその他の用地への転換が見られます。 



 
 

 

●平成期の土地利用分類図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【国土数値情報 土地利用細分メッシュ 2016(平成 28)年度データによる】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成に入ると水戸市の人口は約 27 万人に達し、中心市街地の建物用地は東方及び南方に大きく広
がっています。また那珂川左岸の那珂台地でも JR 常磐線の勝田駅を中心に市街地の建物用地が四方
に広がっています。低地の土地利用は大きな変化は見られませんが、台地では市街地拡張により森林
や田、畑から建物用地への転用が進んでいます。 

 北部の海岸では埋め立て造成が進み、茨城港（常陸那珂港区）が開港しています。茨城港北部の
北ふ頭工業用地には石炭を燃料とする常陸那珂火力発電所が立地しています。 
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●那珂台地の土地利用の移り変わりを見る 
◆ 明治期 ◆昭和期 

◆平成期 ◆人工地形及び自然地形分類図 

ひたちなか市の勝田駅周辺は那珂台地の南部
に位置し、明治期には森林や畑として利用され、
その中に集落が点在していました。 

昭和期には、 日立製作所の進出により工業
都市として発展しました。勝田駅周辺ではまと
まった市街地が形成されています。 

平成期では、昭和期に田として利用されてい
た谷底低地も盛土により平坦化され、市街地は
面的な広がりを見せています。 

全体的に平坦な土地ですが、台地内の谷底低地
や凹地浅い谷では盛土により平坦化されている
ところが見られます。また本郷台団地や北部の住
宅団地では、切り盛り造成による人工的な平坦地
となっています。 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

❶昭和 36(1961)年 6 月 梅雨前線豪雨 
6 月 27 日に四国沖で消滅した台風 6 号によ

り南方の湿った気流が日本上空に進入し、梅雨前
線が活発化したため、四国、中国から関東に及ぶ
広い範囲に豪雨をもたらしました。 

いったん北上した梅雨前線が南下したことに
より、那珂川流域は大雨となり、水戸で 362mm
を記録しました。 

（「那珂川河川整備基本方針」より引用） 

昭和 36 (1961)年 6 月  那珂川流域の被害    
床上浸水：10 戸   
床下浸水：49 戸 
浸水面積：1204ha 
(栃木県区間の集計、茨城県区間は不明) 

那珂川水系や久慈川水系は茨城県外を含む広い流域を持ち、降水量の多い八溝山地や那須連山を集水域に含
むことから、これまでもたびたび洪水の被害を生じています。 

浸水域の大半が那珂川とその支川周辺および久慈川周辺の低地で浸水被害が繰り返し発生しています。 
那珂川では、昭和13(1938)年の台風による洪水を機に河道の掘削、築堤工事が着手されるも、昭和22(1947)

年の洪水で大被害が発生したため、ダムや遊水地の建設計画を含めた計画が策定されました。 
その後、昭和 61(1986)年の台風第 10 号による洪水で無堤部からの溢水や堤防からの越水が生じたため、堤

防の新設、拡築、護岸整備等が進められました。その後も洪水が度重なって発生しており、直近では令和元年
東日本台風で広い範囲が浸水しました。 

＜災害履歴図（水害）＞ 

④ 水戸地区を襲った災害（水害） 

❶ 

❷ 

➌ 

【災害履歴図（成果図）より】 

那珂川 

久慈川 

涸沼 

那珂川 

水戸駅 

ひたちなか市 

水戸市 
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❷昭和 61（1986)年 8 月台風第 10 号 
台風第10 号は、フィリピン東方海上で発生後北東進し、８月４日

21時大島南方海上で温帯低気圧に変った後、急速に速度を落としなが
ら房総半島を縦断し、５日９時には水戸の東海上を通って三陸へ進み
ました。雨雲を伴った台風第10号及びその後の低気圧の影響で、８月
４日から５日早朝にかけて、県内各地に記録的な大雨が降り、河川の
溢水、決壊が相次ぎ、県内全域にわたり被害が生じました。 

昭和 61 (1986)年 8 月4～5 日 
死者：4 名 
床上浸水：4,864 戸 
床下浸水：2,815 戸  

➌令和元(2019)年 10 月 台風第 19 号 
10 月 6 日に南鳥島近海で発生した台風第 19 号は、マリアナ諸島を

西に進み、一時大型で猛烈な台風に発達した後、次第に進路を北に変
え、日本の南を北上し、12 日 19 時前に大型で強い勢力で伊豆半島に
上陸しました。その後、関東地方を通過し、13 日 12 時に日本の東で
温帯低気圧に変わりました。 

那珂川流域の栃木県矢板で戦後最多となる 353mm の日雨量を記録
したほか、久慈川流域では基準地点山方（茨城県常陸大宮市）の上流
域の２日雨量で昭和 61 年 8 月洪水を上回り、戦後最大となる 255mm
を記録しました。 

 

令和元 (2019)年10 月 12～13 日 
那珂川流域の被害 
床上浸水：91 戸 
床下浸水：313 戸  
 

【災害履歴図（成果図）より】 
【災害履歴図（成果図）より】 

令和元年洪水 那珂川の氾濫（水戸市） 
（出典：茨城県 令和元年10 月） 

那珂川 

久慈川 

那珂川 
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久慈川 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

④水戸地区を襲った災害（地震災害） 

10 

水戸地区に影響を及ぼす地震は主に太平洋沖合の三陸沖～千葉
県沖で発生する海溝型の地震です。江戸時代以前に発生した
1677 年の房総半島南東沖地震(M≒8.0)では水戸周辺でも津波に
よる死者があったと記録されています。近年では 2011 年に発生
した平成 23 年(2011 年)東北地方太平洋沖地震(M9)により、家
屋の倒壊、地盤の液状化、沿岸部では津波による浸水等の被害が
発生しています。 

2011 年東北地方太平洋沖地震 
 東北地方太平洋沖地震は三陸沖を震源とするマグニチュード
9.0 の巨大地震でした。水戸地区では震度 6 強が観測され、強い
揺れが発生したほか、太平洋沿岸では最大の高さが 4.0ｍの津波
が観測されました。この地震により 
 ①津波災害      ④土木施設被害（道路） 
 ②液状化被害     ⑤土木施設被害（河川堤防） 
 ③地震土砂災害     ⑥農業用・土地改良施設被害  
などの災害・被害が発生しました。 

●水戸地区の災害史（地震・津波災害） 



 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

11 

●2011 年東北地方太平洋沖地震における水戸地区地震災害の発生分布 
水戸地区災害履歴図は 2011 年東北地方太平洋沖地震の主な施設被害箇所と地盤の液状化発生地域を編集し作成しています。 

図１．主な施設被害分布図（道路被害・土地改良施設揚水機被害箇所） 図２．液状化発生分布図 

主な施設被害と地形の関係 地盤の液状化と地形の関係 

主な施設被害の中で道路被害は地盤が安定している那珂台地の砂礫台地上（図１̲A）でも発
生していますが、砂礫台地を刻む川沿いの細長い平坦な土地（谷底低地：図１̲B）や湿地（図
１̲C)、砂礫台地と低地との境界付近（図１̲D)などの地域で多く発生しています。また那珂川
低地では那珂川左岸の湿地や氾濫原低地、旧河道、及び千波湖の東側の埋立地などの地域で発生
しています。 

地盤の液状化は那珂川流域の旧河道や自然堤防、那珂川河口の砂州・砂碓や埋立地などで発
生しています。また水戸市役所北側の千波湖埋立地（図２̲A)や千波湖西側の湿地に盛土造成し
た地域（図２̲B）でも発生しています。 



 

【標高区分図】 
国土地理院「基盤地図情報（数値標高モデル）5mメッシュ」より作成 

【標高断面図】 
国土地理院「基盤地図情報（数値標高モデル）5m メッシュ」より作成 

【標高区分図】 
国土地理院「基盤地図情報（数値標高モデル）5m メッシュ」より作成 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【水戸市】宝永 11（1761）年～明和元（1764）年 
水戸市立図書館／デジタルアーカイブ より作成 

②今も残る水戸城の堀と土塁 
① 本丸の西側には深さ 20ｍ程度の堀があり、

現在堀底には JR 水郡線が通っています。 
 

② 二の丸の西側には深 12ｍ程度の堀があり、
現在堀底には県道 232 号が通っています。

 
かつて堀として造られた切土地を現在は鉄道

と県道の通り道として利用されています。 

⑤水戸の今昔物語 

① 日本最大級の土造りの城 

三の丸 
二の丸 

本丸 

 

二の丸 旧弘道館 

JR 水郡線 
県道232 線 

 

②  

水戸城は、北を那珂川、南を千波湖に挟まれた、日本最大級の土造りの城です。大規模な土塁とともに、城の
西側の台地には五重の堀、東の低地には三重の堀を巡らせ、堅固な防衛線を築いていました。なお、石垣構築の
計画は何度かあったようですが、諸事情により築かれることはありませんでした。 

元は平安時代末から鎌倉時代初期に馬場氏の手により建てられた館に由来し、後に江戸氏、そして佐竹氏の手
を経て、慶長 14（1609）年、徳川頼房公が水戸に封じられるとともに水戸徳川家の居城となります。 

頼房公は三の丸や外堀の整備拡張を行い、二の丸に御殿を造営、併せて三階物見と呼ばれる櫓を建設しました。 
しかしこの三階物見は明和元（1764）年の火災で焼失、後に再建された際に屋根を銅瓦葺とし、天守らしく鯱を
上げ三階櫓（御三階櫓）と呼びました。 

三階櫓は外観三層・内部五階の大型の櫓で、石垣がない代わりに一層目の下部を海鼠壁で覆い、あたかも石垣
の上に建っているかのような姿を見せていました。昭和 20（1945）年に戦災で焼失するまで、水戸のシンボルと
して親しまれました。 （（一社）水戸観光コンベンション協会／ホームページ より引用） 

①  

本丸 

千波湖 

【令和 2 年に復元された大手門】 
水戸市／ホームページ より 

大手門 

大手門 

③復元された水戸城の建造物 
三階櫓 

水戸城は明治時代に廃城となり、荒廃や火災により多くの遺構が姿を消し、当時の姿を想像することが
難しくなっています。そのため水戸市では、歴史的景観の維持向上及び城下にふさわしいまちづくりとし
て水戸城の歴史的建造物であった大手門と二の丸角櫓を復元整備することとし、大手門は令和 2 年に、二
の丸角櫓は令和 3 年に全工事が完了しました。 

土塁 土塁 

【令和 3 年に復元された二の丸角櫓】 
水戸市／ホームページ より 
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インターネットでデータを入手 

〇国土交通省 国土政策局 総合計画課 国土管理企画室 

〇国土地理院(地図・空中写真・地理調査) 

〇産業技術総合研究所(地質調査総合センター) 

あるいは『土地履歴調査』でネット検索 

など 

https://nlftp.mlit.go.jp/kokjo/inspect/inspect.html 

https://www.gsi.go.jp/tizu-kutyu.html 

https://www.gsi.jp/ 



 

 



 
 

 

土地履歴調査 水戸地区 

調 査 成 果 の 利 活 用 事 例 集  

令和 6 年 3 月 
問合せ先 

（受託者） 

（委託元） 

国土地図株式会社 

国土交通省 国土政策局 総合計画課 国土管理企画室 国土調査 担 当 
FAX：03-5253-1569 TEL：03-5253-8359（直通） 


